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①
　
東
日
本
大
震
災
等
を
教
訓
と

し
て
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を
最

大
限
守
る
努
力
が
必
要
と
思
う
が
、

直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
対
策
、
あ

る
い
は
中
期
、
長
期
に
わ
た
る
具

体
的
な
方
策
な
ど
、
何
を
重
点
的

に
行
う
計
画
か
。

②
　
小
学
校
の
避
難
道
は
、
今
年

度
中
に
整
備
で
る
か
。
県
の
担
当

課
長
は
、
補
助
金
は
十
分
予
算
化

し
て
い
る
の
で
、
早
急
に
取
り
組

め
と
の
話
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
災
害
時
に
は
、
正
確

な
情
報
が
な
い
と
集
団
パ
ニ
ッ
ク

と
な
る
。
緊
急
の
連
絡
手
段
と
し

て
無
線
通
信
網
の
構
築
が
必
要
で

は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
中
山
間
部

で
は
急
傾
斜
が
多
く
、
地
震
の
際

に
は
安
全
な
避
難
所
へ
の
迅
速
な

避
難
は
可
能
か
。

　
壊
滅
的
な
災
害
を
被
っ
た
釜
石

市
で
は
、
群
馬
大
学
片
田
教
授
の

６
年
間
の
防
災
教
育
の
お
か
げ
で
、

津
波
・
防
災
の
三
原
則
を
徹
底
さ

せ
、
多
く
の
生
命
が
救
わ
れ
た
。

片
田
教
授
の
講
演
に
職
員
を
派
遣

し
、
研
修
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
過
去
の
震
災
被
害
の

検
証
に
よ
る
と
、
家
具
や
電
気
製

品
な
ど
の
下
敷
き
に
よ
る
被
害
が

９０
％
と
い
う
明
確
な
数
字
が
あ
る
。

　
自
主
防
災
組
織
に
は
多
く
求
め

る
よ
り
、
寝
室
に
は
家
具
な
ど
を

置
か
な
い
よ
う
徹
底
さ
せ
る
活
動

を
す
る
ほ
う
が
、
は
る
か
に
効
果

が
高
く
な
る
は
ず
だ
。
結
局
の
と

こ
ろ
防
災
教
育
は
、
知
識
の
切
り

売
り
で
は
な
く
、
心
と
心
で
危
機

感
を
共
有
す
る
こ
と
だ
。

①
　
地
震
津
波
対
策
に
つ
い
て
は
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る
。

避
難
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
か
ら
９５
件
程
度
の
要
望
が
あ

る
が
、
ま
ず
南
郷
、
伊
田
、
上
川

口
、
田
ノ
口
な
ど
の
各
小
学
校
を

優
先
す
る
。
た
だ
、
用
地
の
問
題

が
あ
る
の
で
、
地
元
の
方
の
協
力

を
頂
き
た
い
。
他
に
は
、
自
主
防

災
組
織
に
よ
る
地
域
の
自
主
的
な

活
動
に
も
頼
り
た
い
。
い
ま
だ
ソ

フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
も
不
充
分
で
、

中
長
期
的
な
対
策
は
、
今
の
地
域

防
災
計
画
以
上
の
こ
と
は
対
応
出

来
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

②
　
小
学
校
の
避
難
道
は
、
来
年

度
中
の
整
備
予
定
。
避
難
道
整
備

の
県
補
助
は
、
３
分
の
２
で
、
大

変
使
い
や
す
い
が
、
本
町
の
財
政

が
非
常
に
厳
し
い
の
で
、
過
疎
債

を
充
て
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
中

山
間
地
域
に
つ
い
て
は
、
孤
立
化

が
心
配
な
の
で
、
無
線
の
利
用
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
防
災
教

育
に
は
京
都
大
学
教
授
の
講
演
会

を
予
定
し
て
い
る
。
自
主
防
災
組

織
は
、
よ
り
強
力
に
し
、
自
助
、

共
助
、
公
助
の
取
り
組
み
を
活
か

し
た
い
。
学
校
内
で
は
、
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
避
難
訓
練
を
通
じ
て
、

生
徒
の
意
識
向
上
を
図
り
た
い
。

今
後
、
予
算
を
あ
ま
り
必
要
と
し

な
い
色
々
な
媒
体
を
駆
使
し
、
啓

蒙
を
続
け
て
い
く
。

　
現
在
の
小
学
校
の
生
徒
数
と
現

状
は
。
ま
た
、
５
年
後
の
状
況
は

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
。
統
廃

合
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
る

と
幼
少
時
か
ら
、
広
く
社
会
性
を

養
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
一
定

以
上
の
生
徒
数
は
確
保
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
今
年
５
月
現
在
、
小
学
校
全
９

校
、
合
計
生
徒
数
が
５
２
５
人
、

最
多
校
１
５
０
人
、
最
少
校
１９
人
、

１
校
平
均
５８
人
、
複
式
学
級
は
１１

学
級
。
５
年
後
は
、
１
０
０
人
減

と
な
り
、
最
少
校
は
８
人
、
複
式

学
級
は
１６
学
級
の
見
込
み
。

　
児
童
数
が
１０
人
を
切
れ
ば
教
育

上
や
学
校
運
営
上
で
支
障
が
大
変

多
く
な
る
の
で
、
そ
の
前
に
近
隣

校
と
の
統
合
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。
保
護
者
、
地
元
の
皆
様
の

御
理
解
を
頂
く
こ
と
が
大
切
だ
。

問

安
全
な
ま
ち
づ
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文
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統
廃
合
計
画
は

　
　
　
　
あ
る
か

保
護
者
の
要
求
あ
れ
ば

積
極
的
に
対
応
す
る

 
 

　
　
／
教
育
長

小学校問


